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肺 結 核 患 者 血淸 中ニ 「ツベ ル ク リ ン」様

反應 物 質 ヲ證 明 シ得 ルカ

宇都宮市立療養所

騨 博士 石 川 友 示

最 上 修 二

(本文 ノ要旨・・第14同 日本結核病學會総會二於テ演訊セリ)

緒 言

嘗 テウ,ル ドボル ツ氏 ハ患者尿 テ濃縮 シテ自家

皮膚 反慮 テ試 ミ活動性診噺 二 資 セ ン ト登 表 セ

リ、本反慮 ノ償値 二就 テハ其後多 クノ追試 ニ ヨ

リ絵 リ重大視 セ ラビザル ニ 至 レルモ尿 中「ツベ

ル クリン」様物質 ノ存在 ハ 想像 セ ラレタル所 ナ

リ。 又 ドル ン氏 ハ活動 性結核患者 ノ汗 ハ結核 二

特有 ナル皮 内反慮 テ呈 ス ト報 告 シ、芳賀 氏ハ肺

結核 患者 ノ喀疾 中 二「ツ・ぐル ク リン」物質 テ謹 明

シ其 ノ量 ハ大略病竈破壌程度 トー致 ス ト述 ベ タ

リ。小林氏 ハ結核患者喀疾中 二「ツベル クリ ン」

物質 ラ謹 明 シ其 ノ反慮 ノ陽性率 ハ可検喀 疾 テ採

取 セル肺結核患者 ノ病勢 ト概 ネ比例 シ活動性肺

結核患者 ノ喀疫浸出液ハ高 ク停止性肺結核患者

ノ喀疾浸出液ハ低 ク、本喀疾浸出液 ト被検結核

患者 トノ關係 ニツイテハ ピルケー氏反鷹 二近似

セル關係テ示 ス ト登表 セリ。

更ニー方二於 テ結核患者 ノ登熱其他 ノ症歌 ハ病

竈破壊産物及結核菌毒素二由來 スル トハ常識的

二使用セラル ・言詞 ニシテモ實際結核菌 二由來

ろル「ッベルクリン」ノ血清中二移行 スルハ當然

考ヘラル可キ現象ナレドモ果 シテ患者血清中二

「ツベルクリン」様反鷹物質テ實験的 二謹明 シ得

ルカ、文献二乏 シキガ如 ク未ダ之 テ護明 シタル

テ聞カザルテ以テ本實験 テ企テタリ。

實 験

肺結核患者血清、健康者血清、結 核罹 患海狽血

清 テ種 々 ナル濃度 トナ シ、 結核罹患海狸 ノ500

瓦前 後 ノ成 ル可 ク白毛 ノモ ノラ選 ビ其 ノ胸腹部

皮膚 テ脱毛 シテ夫 々0.1ccテ 皮 内二接種 シ封照

トシテ菖 「ツ〈ごル クリン」稀繹液0.1ccテ 使 用 セ

リ、之 ト全 ク同様 ナル操作 ヲ健康 海狽 二行 ヒ封

照試験 ト爲 シタ リ。爾 同檬 ナル實験 ラ肺結核患

者皮内 二試 ミタリ。成績 ノ判 定 ハ法 ノ如 ク翌 日、

翌 々日及1週 間後 二行 ヒ登赤浸潤 ノ大 サ テ測定

シ十什、十ト、 十、±、一 ノ如 ク塵易旺ス、自μ大謂豊15

mm以 上 ハ(柵)、10mm以 上 ハ(十)、5mm以

上 ハ(十)、4mm前 後 ハ(±)ソ レ以下 〈一〉トナ

シ獲 赤浸潤 ノ程度 テ参考 トナ シテ記 載 セリ。

先 ヅ第1表 二示 ス如 ク、5名 ノ肺結核患者拉 二

2名 ノ健康看護婦 ノ血溝 テ取 リ之 テ其 ノ儘及10

倍 、100倍 、1000倍 二生理的食盤 水 テ以 テ稀 繹

シ・人型結礪 養mgテ 腹腔内引1入 シ3週 間

乃至1ケ 月 テ経過 セル結核「モル モー.1ト」二皮 内反

癒 テ試 ミ患者血清 ト健康者血清 トノ間 二反慮 ノ

差異 ノ有無 テ検査 セ リ、封照 トシテ同時 二1000

倍 稀 繹 蕪 「ツベ ル クリン」0.1ccテ 使 用 ヒリ。

然 ル塵血清原液 二於 テハ何 レニ於 テモ著 明 ナル

登赤腫脹 テ來 セ リ、10倍 稀稗 二於 テモ24時 間

乃 至48時 間 二於 テ 輕度 ノ登赤 腫脹 テ來 スモ ノ

ア リ・然 レ ドモ何 レノ稀繹 二於 テモ患者血 清 ト

健康 者血清 トノ間 二皮膚 反慮 ノ程 度 三差異 テ見
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出 ス事能 ハザ リキ。患者 ノ中鹿山ハ軽症 ニシテ

松本浪花田中ハ中等症加藤ハ重症 ニシテ何 レモ

2000倍 マントー反応強陽性 ニ シテ健康看護婦

:第1

本橋安澤ハ同様 マントー反応陽性 ナリ、省試 二

56。C30分 非働性二爲 シタル血清ラモ試用セ リ。

次 二肺結核患者血清、健康者血清(コ ノ血清 ラ

表
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採 取 セル看護婦 ハ「ツ・ぐル ク リン」100倍 稀 繹液

テ以 テ セルマ ン トー氏反慮陰 性 ナ リ)拉 二結核

「モ ルモ,ト 」ノ血清(コ ノ海狸 ハ薬室人型結核 菌

売mg城 下二1謝 シ・ケ朋 至2ケ 月テ経過
シタルモ ノニ シテ1000Ta「 ツベ:ルクリン」ヲ以

テ セル ロ ェー メル反 慮強陽性 ノモノ)ラ 採取 シ

之 テ前實験 ト同様原液10倍 、100倍i1000倍
　

稀 繹 トナ シ此 度ハ夫 々結核 「モルモ,ト 」拉 二健

康 「モル モ ッ ト」二於 テロ ェー メル氏反磨 テ試 ミ

タ リ。

第2表 ノ1二 示 ス如 ク前實験 ト同様 二血清原液

テ用 ヒタルモ ノハ著明 ナル反磨 トシテ磯赤浸潤

ラ來 シ10倍 稀繹 ノモ ノニ 於 テモ 少数 ニ八反磨

ラ呈 ス.「モルモ.ト 」血清 テ使用 セル場合 ニハ幾

分反磨 少 キが如 シ。 而 シテ勿 論結核梅狽 ハ 「ツ

ベル ク リン」反慮何 レモ 著 明 二 陽 性 ニ シテ健康

梅狼 ハ陰性 ナ リ、而 シテ各血清反磨 ハ結核 海狽;

ト健康海狸 トノ間 二差 異 ヲ'登見 スル コ ト困難 ナ

リ、然 ル ノ ミナ ラズ注 射 二使用 セル患者血 清健

康者血清 及結核 海狸 血清 ノ間 二於 テモ著 明 ナル

差異 ラ登 見 スル コ ト困難 ナ リ。 術血清 ラ採 取 セ

ル患者 中若林君 島 八 種 症郷原 八重症 ニ シテ「ツ

ベル クリ ン」反応 ・・何 レモ2000倍 ニ テ強 陽性 ナ

リ、又實験 二使用 セ ラレタル 結核 「モルモヲト」

桐 レモ人型結核端mg灯 温 後 ・ケ月前

後 ノモ ノー シテ艦重500瓦 前 後 ノモ ノナ リ。
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表2/2二 示 スモ ノモ前 同様 ノ實験 ニ シテ重症

患者 ノ血 清及大量 ノ菌注 入 テ受 ケタル結核海狸

ノ血清 テ以 テ試 ミタルモ ノナ リ。檜淵氏血満 二

於 テ非働 性 トナ セルモ ノ動性血清 二比 シテ反慮

多少輕度 ナルモ何 レモ結核海狸 ト対照健康海狸

トノ間 二於 テ明 カナル差異 テ認 メ難 シ。次 二3

mgノ 薬 室人型結核菌 ラ腹腔 内二注 入 シ約1ケ

月牛 テ経過 セル海狸血清 ラ以 テ同様 ナル實験 テ

繰返 シタルモ同 ジク明 カナル差異 ラ認 メ難 シ。

?ノ 狩競 アル モノハ實験海狸脱毛 ノ際皮膚 テ損

傷 シテ観察 テ困難 ナラ シメタルモ ノナ リ。

次 二患者 ノ血清 ラ採取 シテ患者 ノ皮膚 二試 ミタ

リ1型 ノ如 ク血清 テ分離 シ之 テ10倍 一生理的 食

r,水 ニテ稀葎 セルモ ノ
、原液 ノマ ・ノモ ノ、或

ハ囁氏60度 ノ水槽 上 二於 テ 蒸壁 皿 ニ ヨリテ約

2分 ノ1二 磯縮 セル モ ノ及約10分 ノ1二 濃縮 セ

ル モ ノテ使用 セ リ1血 清 テ約10分 ノ1二 濃縮 セ

ン トスル時 ハ液 バカナ リ粘稠 ナルモ ノ トナ リテ

正確 二10分 ノ1ト ナ スコ トハ 少量 ナル 血 清 テ

使用 シテハ困難 ナルモ ノニ シテ、コ ・二10分 ノ

1ト アル八極 メテ大鵬 ノ意味 ナ リ。而 シテ患者前

騰 ノ皮膚 テ1臆 シ1萬 倍稀 繹 ノ蕾 「ツベノレク リ

ン」稀稗液0 .1ccテ 以 テマ ソ トー氏反慮 テ試 ミ

之 テ対照 トナシ其他 二前述 ノ血 清 テ夫hO.1cc

宛 同様 二皮 内注 入 テ行 ヘ リ。10倍 稀繹 ノモ ノ及

原液 二於 テハ注 入時 ニモ殆 ン ド痙痛 テ訴 ヘズ間

モナ ク痕跡 ナク吸牧 セラル、10分 ノ1二 濃縮 セ

ルモ ノハ液粘稠 ニ シテ注 入 カナ リ困難 ニ シテ小

豆大 ノ稀褐色 ノ水泡 テ生 ジ注入時 カナ リノ惨 痛

テ訴 へ多 クハ約30分 ニ シテ 直径約1cmノ 梢i

白色 二謎 色 セル部位 テ残 シ其 ノ周囲4-5cmノ

登赤 テ來 シ痙痛梢Z輕 快 ス、 コ ノ直接 ノ刺戟 反
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慮 ハ翌 日二至 レバ大 イニ軽快 シ「ツベル ク リン」

反慮 ノ場合當 日ハ直接反応著 明ナ ラザルモ翌 日

二至 リテ特 異反慮 テ著明 二表 ハ ス ト犬 イ三共 ノ

趣 テ異r7¥、 而 シテ其 ノ反慮 ニハ患者 ノ年齢,

性 榮養 ノ可否等 貞ヨ リテ軽重 ア リ、血清 テ2分

ノ1二 濃縮 セル モ ノハ10分 ノ1一 セルモ ノニ

比 シ其 ノ刺戟遙 二弱 シ。

サ テ其 ノ成績 テ見 ルニ翌 日一 於 テ多 クハ10倍

稀繹 ノモ ノ血清原液2分 ノ1二 濃縮 セルモ ノーゐ

於 テハ唯穿 刺痕 テ残 スノ ミニ シテ殆 ンド腫脹褒

赤 テ見ザ ル ー 至ル モ10分 ノ1二 濃縮 セルモ ノ

ハ翌 日及翌 々 日二於 テ3-5-6mm位 ノ軽度 ナ

ル登 赤腫脹 ア リテ中心2乃 至3mm位 ノ褐色 二

慶 色 セル部位 テ見ル コ ト多 シ、更 一1週 間 日二

至 リテハ殆:/ド 何等 ノ攣化 テ見ザル コ トアリ又

ハ2-3乃 至3-4mm位 ノ憂色部位 テ見 ル コ ト

ア レドモ其 ノ反慮 ノ模様 が直接穿刺反慮 ト見 ル

可 キあ シテ「ツベ ルウ リン」二於 ケル特異反磨 ト

模様 異 リ多 クハ血清蛋 白又 ハ盤類 ノ刺戟反応 ト

見 ラル。 コノコ トハ爾後述 ス。

第3表 二示 ス如 ク17例 ノ種 々ナル病状 ニ アル

入院 中 ノ肺結核患者 二於 ケル實験成績 二於 テハ

何 レモ前述 ノ反慮 テ見 タ リ唯郡司川 田奥貫 二於

テ10分 ノ1濃 縮 ノモ ノニ於 テ多少反慮張 キラ見

劣 リ、而 シテコ ・二興 味 アル1例 ハ幅 田氏 ノ血

清 ニ シテ其 ノ10分 ノ1二 濃縮 セル血清 ハ 翌 日

翌 々 日二於 テ直径3×4mm、20×25mmノ 著

明 ナル畿赤 テ見多少 ノ腫脹 テ件 ピタ リ、之 ハ1

第3

週 間後 二於 テモ術 多少褐 色 ラ帯 ビタ レ ドモ明 一

20×20mmノ 反 慮 テ謹 明 シ得 タリ、 コ ・二於 テ

極 メテ興 味 テ毘 エ コノ濃縮 血清 テ他 ノ肺結核患

者 二皮膚反慮 テ試 ミタルニ一 般 ノ場合 ノ如 ク明

カナル登赤腫 脹 テ來 サズ、又他 ノ患者 ノ10分 ノ

1濃 縮 血清 テ幅 田氏皮膚 二試 ミル ニ___.般ノ場合

ノ如 クニシテ著 明 ナル反応 テ來 サザ リキ。念 ノ

爲 メ繰 リ返 シコノ福 田氏濃縮 血清 テ幅 田氏皮膚

ト他 ノ患者 阿部 氏皮膚 トニ試 ミルニ表4/1ニ ア

ル如 ク前回 同様福 田氏 二 於 テ・・直径3×4mm、

40×22mmノ 著 明 ナル 反慮 ヲ・來 シ阿部 氏皮膚

二於 テ八反慮 テ呈 セザ リキ即 自家 濃縮 血清反応

強陽性 ナル1例 テ得 タルモ ノナ リ。 コノ關係 テ

見 ル爲 メ更 一1ケ 年 テ経過 ジテ同様 ナル反応 テ

試 ミタル 雲表4/2二 示 スガ如 ク、同 ジ頑田氏

ハ自家濃縮 血清反慮強 陽性 テ呈 シタルモ他 ノ患

者 上西氏 ヨリ採 取 セル血清 二野 シテ八反磨著明

ナ ラズ、然 ルニ合同 ハ阿部氏 ハ自家血清拉 二幅

田氏血清 二 封 シ48時 間 目20-25mm1週 間

日25-30mmノ 著 明 ナル畿赤 腫脹 テ來 シタ リ、

其他小林氏 阿久津 氏 二於 テモ少 シク強度 二登赤

腫脹 テ残 セル モ ノアリ、幅 田氏 阿部 氏 ハ若 年榮

養可良 ナル女性 ノ患者 ナ リ、然 レ ドモ之 テ交叉

的 ニヨク観察 シ、 且 ツ眞 ノ「ツベ ル ク リン」反応

ト比較 スル ニ前述 ノ如 ク特 異反鷹 ト認 メ難 キ貼

多 ク又 コ ノ2例 ノ患 者皮膚 が他 ノ何 レノ濃縮血

清 二封 シテモ敏感 ナ リ トモ認 メ難 シ。

故 一 コレ等 ノ關係 ラ確實 ナ ラシムル爲 メー是等

表
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+
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第4表 ノ1

ミヤ＼ 血清

使 噛趣
用 被 察
血 検 日

清 患・者

原 液

　

Vlo濃 縮
一 萬 倍 葱 「ツ ベル ク リン」

1 皿 V皿 1 皿 VI 1 ∬ V皿

一 一 一 ± 什 什 朴 柵 十十一 一
一 ± 柵 十十 十十 柵 什一

一 一 一 什 十十 什一 一
± 一 一 十 柵 什一 一

一 一 ± 一
・ 一 十十 柵 十十

一 一 一 十 十 一 十 十 十一 一
一

± ± 一一 一
一 一 一 十 ± 一 十ト 什 朴一 一

一 十 ± 一 什 督 十一
一 一 十 ± ± 十 一 一 十一 一

十 一 一 十 十十 十一 一
± ± 一 ± 十 什一 一

:第4表 ノ2

輔 度
原 液

1 皿 V∬

'/oo濃 縮

1 ∬ V皿

一 萬 倍 藩 「ツ ベ ル ク リン」

1・ H V皿

± 一 一 一 帯 柵 卦一 一
十 一 一 柵

'

十十 十十一 一
十 十 十一 一
± 督 十 惜 禍 柵一 一

一 一 一 一一
十 什 卦 柵 惜 柵一 一
十 十十 什一 一
± 一 一 什 惜 惜一 一
一 一

±一 一
十 一 一 十 卦 什一 一
± 一 一一 一
十 一 一 十十 惜 帯一 一

一 什 一 一一
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第 5 表
'血 清

濃度
使 試 観
用 用 察
血 動 日
清 物

原 液 112濃 縮 1110濃 縮 「ツ ベ ル ク リy」

1 皿 VII 1 ∬ V皿 1 π VH 1 皿 皿

■
結核海損; 十 什 什 一 一 十 ± ± 十 一 一 _×

健康海狸 十 十 ± ± ± ± ± ± ± 一 一 一

■

一
結核海猿 十 什 十 一 十 ± 十 十 十 一 一 _×

健康海狸 十 骨 十 ± 十 十 十 督 十 一 一 一

■

一
結核海狸;
一 一-_

健康海狸

十 十 朴 一 一 什 一 一 十 一 一 _一 ×

十 十 十 一 一 ± 一 ± 一 一 一 一

■

一
結核海狸 什 朴 十十 一 一 ± 一 ± 一 一 一 十一
健康海狸 什 骨 赫 ± ± ± 十 十 ±

一 一 一

■

『
結核海狸 十 卦 什 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一
健康海狸: 什 什 什 一 一 一 一 一 一 一 一 _×

■

『
結核海狸 十 ± 一 ± ± ± 粥 十十 十
一.

健康海狽; 柵 ±? 一 柵 ±? 一 一 一 一

■

一
結核海狸『r 十 一 一 一 一 一 什 十 十

健康海損; 柵 十 ± 十 一 一 一 ± ±

■

一
結核海狸 一 十 十 一 十 十 一 一 _X

健康海瞑 一 十 一 十 十 十 一 一 一 一

■

一
結核海狸 一 一 十 一 什 什 一 一 _×

健康海狸 十 十 十 十 朴 十 一 一 一

■
結核海狸一

一 十 一 什 十 十 十十 什 朴

健康海狽; 十 ± ± 十 十 十 一 一 一

■

一 一}

結核海狸 一 一 一 十 ± ■一 一 十十 什 一

健康海猿 一 一 一 一 一 一 一 一 一

■
結核海狸 十 十 一 一 ■ 一 一 十 什 十

健康海狸
一 唱
十 十 一 十 十 ± 一 一 一

■
結核海瞑 朴 ± ± 一? 一? ± 特 十十 十

健康海猿 一 一 一 一 一 一 一 一 一

■
結核海猿一

・一? 一 一 一? 一 一 ±? 什 十

健康海狸 一 一 一 一 欄 一 一 一 一

■
結核海狸
一 唱

一? 一 一
十" ± 一 什 什 十

健康海狸
一一
什 一 一一 一? 一 一 一 一 一

結核海狽: 什 ■一 一 特 ± 一 十 骨 一

■

-

健康海浜 什 什 一 什 十 一 一 一 一

結核海狸 什 十 一 ± 一 一 ± 一 一

健康海狸 柵 十 一 什 一 一 一 一 一

ノ血清テ結核漁獲及健康海猿 ノ皮 内 二試 ミタ

リ、即第5表 二示 ス如 ク是等肺結核患者 ノ血清

ヲ其儀或ハ 之テ濃縮 セルモノテ夫 々結核漁獲

(コ ノ1籐 ハ養mg乃 至3mgノ 継 人型結繭

テ腹腔内二注入 シ4週 乃至4月 ラ経過 セル500

瓦位 ノ海狸 ニシテ少数ハ再度使用セルモノテ含

ム)及健康海瞑二皮内反磨iテ試 ミタリn

海猿二於テハ血清原液 二於 テ翌 日及翌々日二於

テカナリ著明ナル登赤腫脹 テ來 シ終 二浸潤硬結

トシテ残ルモノアリ、而 シテ濃縮 セルモノニ於
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テ却 ツテ 特 二甚 シカラザルハ 特異 ナル 所見 ナ

リ、又 コレ等 ノ反慮 ハ何 レモ直接 反慮 トシテ盛

赤腫脹甚 シク往 々見 易キモ ノニ非 ズ、殊 二再 三

使用 セル海瞑 二於 テハ時 々全身褒赤 テ來 シ制 定

不可能 ノ事 アリ、或 ハ實験後 間 モナ ク艶 死 セル

モノ2、3ア リ、又表5中 結核 海猿 二於 テモ小森

近藤阿部 二使用 セルモ ノハ「ツベル クリン」100C

倍 二於 テハ表 ハ レズ、郡 司、林、紳 田 二使用 セ

ルモ ノハ1萬 倍 二於 テハ表 ハ レザ リシモ500倍

「ツベル ク リン」二於 テハ陽性 ナル モ ノナ リ
、而

シテ 其他 ハ 何 レモ1000倍 「ツベル ク リン」二於

テ陽性 ニ シテ阿久津血 清 二使 用 セル結核海狽 ハ

1000倍 二於 テハ 疑 問 ナ レ ドモ更 二500倍 稀 繹

薔 「ッベル クリン」テ以 テ検 スル時ハ強陽性 テ呈

シタルモ ノナ リ。

其 ノ成績 テ見 ルニ前述 ノ如 ク結核動物 二於 テモ

健康動物 二於 テモ直接 反慮相當強度 一 シテ只是

等相互動物 二於 テ時 ニー方 二於 テ他 ノモ ノヨ リ

モ多少反慮強 キガ 如 キモ ノアル モ「ッベル ク リ

ン」反慮 二見 ル如 ク著 明ナルー定 ノ差異 テ認 メ

難 シ。即 チ血清 中二「ツ・ぐル ク リン」含有 ノ實験

的陽韓成績 テ得 ザル ナ リ.

結 論

(1)以 上 ノ如 ク健康者、肺結核患者及結核海猿

ノ血清テ比較 シ之テ種々ナル濃度 二於テ種々ナ

ル方法 ニヨリ肺結核患者血清中 ノ「ツベルクリ

ン」様反慮物質 テ謹明セント企テタルモ以上ノ

實験方法 テ以テシヲハ之テ謹明スル能 ハザリ

キ 。

(2)肺 結 核患者 中自家濃縮血 清皮 内反磨 陽性 ナ

ル モ ノアリ、或 ハ他 ノ肺結核患者濃縮血 清 二封

シテモ皮 内反磨多少強 キモ ノアリ、然 レ ドモ是

等 ハ「ツベル ク リン」ニ ヨル 反慮 ト認 ムル 能 ハ

ズ。
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